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も うおもちに
なったかな
お兄さん、お姉さんと

一緒にもちつき会

／

、
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1 2 月 1 日 蜂 ア ト ム 保 育園

でおもちつき合力誉おこなわれ

ま し た 。 市 浦 分 校 2 年 生 の9

名が總合的学習の保育体驍の

一環として参力口しました。で

きたおもちをいただき早くも

お正月気分を口未わいました。

、
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広報しうる (2)

平
成
十
六
年
年
度
市
浦
村
褒
賞
受

賞
式
が
十
一
月
三
日
青
森
あ
す
な
る

ホ
ー
ル
市
浦
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、

十
五
人
が
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。

会
場
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ
め
、

歴
代
受
賞
者
、
村
議
会
議
員
ら
約
七

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
功
績

が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
高
松
村
長
よ

り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

高
松
村
長
が
「
進
歩
と
は
結
果
で
は

な
く
、
過
程
の
中
に
あ
る
と
思
い
ま

〃
昭
和
二
十
年
十
月
三
日
生

〃
市
浦
村
大
字
相
内

昭
和
六
十
三
年
二
月
に
村
議
会
議

員
に
当
選
以
来
五
期
連
続
当
選
を
果

鍵
溌
奪
舞
難
壗
鯵
瀧
零
露
寵
翰
溌
醗
簿
議
驫
奪
蕊
幾
篭
蜜
蝋
譲
驫
彌
蕊
灸
彌
議
羅
簿
蕊
蕊
認
譲
蕊
奪
蘂
奪
裟
羅
零
蕊
認
翰
蜜

＊
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。八零

．世 山 精喜さん

す
。
キ
ラ
リ
と
光
る
偉
大
な
指
導
者

た
ち
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

島
津
村
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
寄

せ
ら
れ
「
地
域
の
指
導
者
と
し
て
い

っ
そ
う
の
ご
尽
力
を
」
な
ど
と
祝
福

し
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
越
野
清
志
さ

ん
が
「
今
後
も
地
域
の
た
め
〃
一
人

は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の

た
め
に
〃
の
精
神
で
地
道
な
努
力
を

続
け
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

た
し
、
清
新
な
議
会
活
動
を
通
じ
て

公
共
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
村

政
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
年
か

ら
十
年
間
、
市
浦
村
体
育
協
会
会
長

と
し
て
、
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
。

＊
議
会
運
営
委
員
長
、
総
務
文
教
常

任
委
員
長
、
産
業
建
設
常
任
委
員

長
を
歴
任

＊
平
成
十
二
年
二
月
県
町
村
議
会
議

長
会
議
員
十
二
年
以
上
表
彰
、
平

成
十
六
年
二
月
全
国
町
村
識
会
議

長
会
議
員
十
五
年
以
上
表
彰

ヨ
メ
ン
ト
｝

身
に
あ
ま
る
受
賞
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
精
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

〃
昭
和
三
年
二
月
十
日
生

〃
市
浦
村
大
字
相
内

昭
和
十
七
年
か
ら
三
十
年
ま
で
十

三
村
職
員
、
町
村
合
併
に
よ
り
市
浦

村
職
員
と
な
り
、
三
十
年
間
に
亘
り
、

そ
の
職
務
に
精
励
し
、
昭
和
四
十
六

年
か
ら
市
浦
村
収
入
役
を
通
算
五
期

務
め
、
常
に
研
鐇
に
努
め
、
地
方
自

治
の
振
興
に
限
り
な
く
貢
献
さ
れ
た
。

＊
昭
和
三
十
九
年
六
月
県
町
村
会
長

賞
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
法
務
大

臣
賞
、
平
成
九
年
一
月
全
国
町
村

会
長
賞

ヨ
メ
ン
ト
］

；
；
；
；
；
；

例

儀

F可
b

可ア

山田勝明さん
吐・炉



広報多うち(3)

〃
昭
和
七
年
三
月
二
十
六
日
生

″
市
浦
村
大
字
相
内
字
桂
川

昭
和
五
十
五
年
以
来
通
算
五
期
二

十
年
有
余
に
亘
り
、
相
内
財
産
区
管

理
会
委
員
と
し
て
、
財
産
区
有
財
産

の
公
正
な
管
理
運
営
に
尽
力
さ
れ
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

＊
昭
和
六
十
年
三
月
青
森
県
知
事
消

防
永
年
勤
続
功
労
賞

【
コ
メ
ン
ト
〕

皆
様
の
お
か
げ
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
変
う
れ
し
い
で

す
。

永
年
勤
め
て
こ
ら
れ
た
の
は
み
な

さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
か

っ
た
こ
と
。
こ
の
受
賞
も
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

に‐蓮

秋田谷重藏さん

〃
昭
和
十
八
年
四
月
十
一
日
生

〃
市
浦
村
大
字
磯
松
字
赤
川

昭
和
三
十
七
年
以
来
四
十
二
年
間
、

市
浦
村
職
員
と
し
て
、
そ
の
職
務
に

精
励
し
、
常
に
研
鎖
に
努
め
、
地
方

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

＊
平
成
六
年
四
月
全
国
町
村
会
三
十

参
昭
和
三
年
二
月
四
日
生

彩
市
浦
村
大
字
脇
元

昭
和
四
十
六
年
以
来
通
算
五
期
二

十
年
有
余
に
亘
り
、
脇
元
財
産
区
管

理
会
委
員
と
し
て
、
財
産
区
有
財
産

の
公
正
な
管
理
運
営
に
尽
力
き
れ
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。

ヨ
メ
ン
ト
｝

こ
の
受
賞
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ

く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ

L

』

ｊ
１

沙
川内勇黒川 泰子さん さん

△

参
昭
和
五
年
一
月
五
日
生

診
市
浦
村
大
字
相
内
字
桂
川

昭
和
五
十
八
年
以
来
二
十
一
年
有

余
に
亘
り
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会

会
長
と
し
て
、
社
会
福
祉
と
民
生
安

定
に
尽
力
さ
れ
た
。

＊
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
・
監
事

を
通
算
二
十
四
年
間
並
び
に
青
少

年
問
題
協
議
会
委
員
を
通
算
二
十

一
年
間
務
め
る
。

＊
平
成
十
二
年
十
月
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
賞

ヨ
メ
ン
ト
｝

私
一
人
で
は
も
ら
え
な
い
。
地
域

の
方
々
の
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
の
受
賞
だ
と
思
い
ま
す
。

年
以
上
表
彰

ヨ
メ
ン
ト
］

私
の
方
が
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な

っ
た
の
に
、
こ
の
賞
を
い
た
だ
き
大

変
恐
縮
に
思
い
ま
す
。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く越野清志さん

鯵
昭
和
四
年
一
月
一
日
生

彩
市
浦
村
大
字
十
三

昭
和
五
十
一
年
以
来
二
十
八
年
有

余
に
亘
り
、
日
本
赤
十
字
奉
仕
団
員

と
し
て
、
ま
た
、
五
十
六
年
か
ら
副

分
団
長
を
務
め
、
社
会
福
祉
と
民
生

安
定
に
尽
力
さ
れ
た
。

＊
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
・
理
事

を
通
算
十
九
年
間
並
び
に
民
生
児

童
委
員
を
通
算
十
八
年
間
務
め
る
。

ヨ
メ
ン
ト
］

あ
る
程
度
長
く
務
め
た
の
で
も
ら

え
た
の
で
あ
っ
て
褒
賞
に
値
す
る
よ

う
な
功
績
は
な
い
と
思
う
。
で
も
受

賞
は
う
れ
し
い
で
す
。

〃
昭
和
八
年
五
月
二
十
二
日
生

彩
市
浦
村
大
字
脇
元

昭
和
四
十
五
年
以
来
通
算
二
十
二

ｊ
ｊ
ｊ
１
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
１
１
ｊ
ｊ三上敬司さん 有馬正年さん

一

〃
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
九
日
生

彩
市
浦
村
大
字
十
三

昭
和
五
十
二
年
以
来
二
十
六
年
有

余
に
亘
り
、
羽
黒
崎
納
税
貯
蓄
組
合

の
会
計
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
五
年

四
月
か
ら
組
合
長
代
理
を
務
め
、
納

税
組
合
育
成
と
組
織
強
化
に
尽
力
し
、

納
税
思
想
の
啓
蒙
に
努
め
て
い
る
。

＊
平
成
九
年
六
月
市
浦
村
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
表
彰
、
平
成
十
二
年

十
一
月
北
郡
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

年
有
余
に
亘
り
、
脇
元
漁
業
協
同
組

合
理
事
と
し
て
水
産
業
の
振
興
に
努

め
、
六
十
三
年
か
ら
二
年
間
は
組
合

長
理
事
と
し
て
、
ア
ワ
ビ
の
育
成
栽

培
を
積
極
的
に
推
進
し
、
漁
業
生
産

者
の
所
得
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま

た
、
五
十
九
年
か
ら
通
算
二
期
八
年

間
に
亘
り
村
議
会
議
員
を
務
め
、
村

政
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
。

ヨ
メ
ン
ト
〕

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
も
ら
う

と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
感
謝
し

て
い
ま
す
。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

く
く
く
く
１
く
く
く
く
く
く
Ｉ

＝型～

蕾灘撫藍 f

悪

横山菊子さん



広報しうる (4)

ヨ
メ
ン
ト
｝

自
分
が
頂
く
な
ん
て
荷
が
恩
す
ぎ

ま
す
。
光
栄
で
す
。

″
昭
和
十
年
四
月
二
十
六
日
生

〃
八
王
子
市
中
野
上
町

四
丁
目
四
四
’
七

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
市
浦
村
の
限
り
な
い

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
浦
村
出
身
者
及
び
縁
故
者
を
持
っ

て
組
織
し
、
東
京
都
及
び
そ
の
近
県

に
居
住
す
る
者
を
対
象
に
、
平
成
七

年
関
東
地
区
「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」

を
結
成
し
た
。
発
足
後
、
理
事
、
副

会
長
と
し
て
初
代
会
長
を
補
佐
し
、

平
成
十
三
年
会
長
に
就
任
以
来
、
会

員
相
互
の
親
睦
は
も
と
よ
り
市
浦
村

と
の
交
流
に
尽
力
し
、
会
員
の
拡
大

を
図
り
、
市
浦
会
結
成
十
周
年
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

言
メ
ン
ト
］

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
が
こ
の

受
賞
に
結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
；

聞
寸
喝
‐
創
鰯
現
偲驚蕊鐙

沙轍
鳴海正毅さん

″
昭
和
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
生

″
東
京
都
渋
谷
区

幡
ヶ
谷
一
丁
目
七
’
五

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
市
浦
村
の
限
り
な
い

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
浦
村
出
身
者
及
び
縁
故
者
を
持
っ

て
組
織
し
、
東
京
都
及
び
そ
の
近
県

に
居
住
す
る
者
を
対
象
に
、
平
成
七

年
関
東
地
区
「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」

を
結
成
し
た
。
発
足
当
初
よ
り
、
事

務
局
長
と
し
て
会
を
支
え
、
親
睦

会
・
交
流
会
の
開
催
を
率
先
し
て
働

き
か
け
、
会
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

平
成
三
年
、
市
浦
村
が
選
定
し
た

「
し
う
ら
音
頭
」
の
製
作
、
並
び
に

歌
唱
に
か
か
わ
る
。
ま
た
、
四
国
民

舞
輪
の
会
と
市
浦
村
と
の
交
流
の
橋

渡
し
と
な
る
。

ヨ
メ
ン
ト
｝

私
は
誰
で
も
で
き
る
こ
と
を
粛
々

と
や
っ
て
き
た
だ
け
で
す
。
人
の
為

に
何
が
で
き
る
か
と
考
え
て
生
き
て

い
ま
す
。
人
様
の
温
も
り
を
感
じ
る

こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ト

〃
大
正
十
一
年
八
月
三
十
一
日
生

〃
市
浦
村
大
字
相
内

昭
和
五
十
七
年
か
ら
二
十
一
年
有

余
に
亘
り
、
十
三
湖
の
白
鳥
観
察
と

餌
付
け
を
続
け
、
野
鳥
の
保
護
に
努

め
、
自
然
保
護
の
意
識
向
上
に
尽
力

さ
れ
た
。

＊
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
青
森
県
営

林
局
勤
続
三
十
年
以
上
表
彰

ヨ
メ
ン
ト
］

正
直
な
と
こ
ろ
、
び
っ
く
り
し
て

い
ま
す
。
身
に
あ
ま
る
受
賞
で
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。

″
大
正
十
年
十
月
二
十
九
日
生

〃
五
所
川
原
市
松
島
一
丁
目
六
十
二

平
成
八
年
か
ら
六
年
間
に
亘
り
、

ふ
る
さ
と
市
浦
村
の
福
祉
募
金
と
し

て
多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
、
社
会

’
１
１
１
； ん》

脳
「
ハ叶

い

秦

福
祉
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
。

＊
津
軽
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長

言
メ
ン
ト
〕

こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
も
う
け

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
浦
村
最
後
の
受
賞
と
い
う
こ

と
で
感
激
も
ひ
と
し
お
で
す
。

〃
昭
和
十
六
年
八
月
五
日
生

〃
市
浦
村
大
字
相
内

昭
和
五
十
三
年
以
来
二
十
五
年
有

余
に
亘
り
、
岩
井
納
税
貯
蓄
組
合
の

会
計
を
務
め
、
納
税
組
合
育
成
と
組

織
強
化
に
尽
力
し
、
納
税
思
想
の
啓

蒙
に
努
め
て
い
る
。

＊
平
成
十
四
年
八
月
金
木
地
区
交
通

安
全
協
会
交
通
功
労
賞
、
平
成
十

五
年
七
月
東
北
地
方
更
生
保
護
委

員
会
委
員
長
賞

ヨ
メ
ン
ト
〕

岩
井
の
人
た
ち
の
指
導
と
協
力
が

あ
っ
た
の
で
い
ま
ま
で
こ
れ
た
。
岩

井
の
人
た
ち
の
代
表
で
受
賞
し
た
と

思
っ
て
い
る
。

１
１
ｊ
ｊ
１
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ小田桐三男さん

〃
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
九
日
生

〃
市
浦
村
大
字
十
三

昭
和
四
十
五
年
五
月
一
日
、
市
浦

村
消
防
団
員
拝
命
以
来
三
十
五
年
の

永
き
に
亘
り
、
消
防
人
と
し
て
有
事

災
害
時
に
お
い
て
、
自
ら
率
先
し
て

出
動
し
、
果
敢
な
る
消
防
活
動
を
展

開
し
、
幾
多
の
災
害
の
被
害
を
最
小

限
度
に
食
い
止
め
、
地
域
の
財
産
、

生
命
等
民
生
の
安
定
に
努
め
て
き
た

功
績
は
誠
に
大
で
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
消
防
団
長
と
し
て
、
永

年
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
基
に
消

防
団
の
指
揮
及
び
団
員
の
育
成
指
導

に
尽
力
し
て
い
る
。

ヨ
メ
ン
ト
〕

市
浦
村
最
後
の
受
賞
で
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

勢

中島英雄 さん



(5)広報巳うち

今
月
は
合
併
す
る
三
市
町
村
で
一

番
大
き
い
ま
ち
五
所
川
原
市
の
紹
介

を
し
ま
す
。

五
所
川
原
市
は
み
な
さ
ん
も
ご
存

知
の
と
お
り
、
虫
祭
り
、
立
俵
武
多

の
里
で
有
名
で
す
。
ま
た
、
西
北
津

軽
地
方
の
中
心
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

…
口
市
の
花
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

ロ
木
ハ
ル
ニ
レ

ロ
鳥
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

ロ
人
口
五
○
一
一
九
人

口
世
帯
一
八
九
二
三
世
帯

（
平
成
十
六
年
十
月
一
日
現
在
）

口
総
面
積
一
六
六
・
八
六
平
方
肺

口
見
所
立
俵
武
多
の
館
、
旧
平

口旧平山家

代々津軽藩広田組大官所の手代を務めた平山家

の住居として造られたもので、すでに200年以上を
経た当地方では最も古い。

山
家
、
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、

グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村
、
不
動
公
園
、

寅弓一

議謹謹灘
籍
＝

口不動公園

飯詰ダム湖を中心とした自然公園で、三段の岩
肌を流れ落ちる滝はみごとです。

長
円
寺
梵
鐘

口
名
産
津
軽
金
山
焼
、
津
軽
虫

お
く
り
人
形
、
赤
～
い
り
ん
ご

（
ワ
イ
ン
、
ジ
ャ
ム
、
シ
ャ
ー
ベ

ッ
ト
）
干
し
餅口立倭武多

いまや全国的にもその名をとどろかしている「立伝

武多」1台の規模は、7階建てのビルに相当する高さ
21m、幅6m、重さ約17トンにも及びます。その威容
を望むことができるのは、毎年8月4日より8日まで

の祭り期間のみでしたが、「立倭武多」の館では立信
武多3台を常時観賞できます。

口赤～いりんごの並木道

全長1kmの並木道は果肉、花、葉まで赤い。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は

「
種
を
ま
こ
う
」
の
小
冊
子
を
作
成
し
、

小
学
校
低
学
年
に
配
布
す
る
こ
と
に

な
り
、
市
浦
小
学
校
の
読
普
タ
イ
ム

を
利
用
し
「
読
み
聞
か
せ
」
を
行
い

ま
し
た
。

五
所
川
原
人
権
擁
談
委
員
協
議
会

第
四
部
会
常
務
委
員
で
あ
る
桑
野
邦

夫
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
心
に
人

Ｎ
Ｊ

楽
し
い
一
読
垂
間
か
せ
一
タ
イ
《

～
市
浦
小
学
校
で
§

〆

、

I

全」▲読み間かせ後は、みんな笑顔

/で二二、 椎
と
い
う
種
を
ま
き
、
大
き
な
実
を

実
ら
せ
た
い
と
思
い
企
画
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
読
み
聞

か
せ
を
担
当
し
た
の
が
読
譜
グ
ル
ー

プ
「
浜
千
鳥
の
会
」
で
す
。
子
ど
も

た
ち
は
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
販
売
し
た
、

た
い
焼
き
の
売
上
金
の
一
部
を
新
潟

中
越
地
震
被
災
者
の
皆
さ
ん
へ
届
け

て
欲
し
い
と
、
ア
ト
ム
保
育
園
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
会
長
の
松
橋
多
佳
子
さ

ん
と
、
副
会
長
の
相
坂
智
和
子
さ
ん

が
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
現
金
二

万
円
を
桑
野
事
務
局
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。
桑
野
事
務
局
長
は
「
早
速
お

届
し
ま
す
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
」

と
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

、〉

新
潟
中
越
地
震
の
被
害
者

Ｉ
！

▲「被害者に」と現金を桑野事務局長に手渡す
松橋さん。左は相坂さん



広報Z〆多ら (6)

国
民
年
金
は
、
年
金
を
受
け
る
資

格
の
あ
る
人
に
は
、
一
生
涯
決
ま
っ

た
収
入
を
保
障
し
ま
す
。
も
し
、
年

金
な
ん
て
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
老

齢
基
礎
年
金
は
二
人
分
（
夫
婦
）
月

額
で
、
約
十
三
万
二
千
八
百
円
で
す
。

ま
だ
働
け
る
元
気
な
う
ち
は
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
働
け
な
く
な

っ
た
と
き
が
大
変
で
す
。
「
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
」
「
子
ど
も
の
負
担

に
は
な
り
た
く
な
い
」
と
考
え
て
い

る
人
は
、
個
人
の
貯
蓄
も
大
事
で
す

が
、
公
的
年
金
制
度
も
駆
使
し
ま
し

ょ
う
。
や
っ
ぱ
り
、
自
分
名
義
の
お

金
っ
て
気
兼
ね
な
く
使
え
ま
す
し
ね
。

県
内
社
会
保
険
事
務
所
・
青
森
年

金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
待
ち
時
間
の

解
消
や
平
日
昼
間
に
相
談
で
き
な
い

方
へ
の
相
談
の
機
会
を
拡
充
し
、
そ

れ
に
併
せ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
相
談
・
免
除
申
請
書
の
受
付
け
も

行
い
ま
す
。

L
■
凸
ｑ
■
ａ
■
ｑ
ｄ
Ｇ
二
口
Ｊ
ａ
Ｕ
ｊ
ｑ
″
り
Ｑ
ｐ
Ｌ
■
皿
■
■
－
０
》
凸
■
Ｗ
１
Ｊ
Ｉ
・
■
■
１金

は
、
終
身
保
障
の
年
金
で
す

口
・
■
争
草
』
』
戸
画
餌
回
向
毎
嘩
磨
挿
営
』
幻
の
』
■
亭
画
迄
ロ
由
画
、
吟
■
》
一
画
嘩
壷
陣
■
壷
毎
画
毎
ｍ
わ
■
ロ
幻
舜
ロ
角
田
一
面
い
』
》
岬
句
味
鈎
』
毎
画
的
、
今
《
や
季
寧
や
唖
“
“
挿
庫
■
歯
幸
い
い
草
”
”
卸
毎
面
の
車
庫
岸
一
山
字
比
｛
伽
』

亭
嘩
写
■
”
鐸
岸
韓
《
■
ご
ロ
■
■
・
■
由
の
■
』
口
車
年
”
内
面
■
津
車
■
。
■
庫
》
鐸
商
い
唾
わ
、
均
陣
隼
画
年
■
声
唖
岸
埠
』
■
菌
戸
ゆ

【
平
成
十
六
年
度
国
民
年
金
標
雷
遇

十
二
月
六
日
以
降
の
毎
週
月
曜
日

は
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後

七
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

【
注
｝

①
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜

日
と
な
り
ま
す
。

②
一
月
三
十
一
日
側
及
び
二
月
二
十

八
日
㈲
は
、
シ
ス
テ
ム
の
都
合
に

よ
り
、
時
間
延
長
で
き
ま
せ
ん
。

通
常
ど
お
り
、
午
後
五
時
ま
で
の

受
付
け
と
な
り
ま
す
。

一
月
二
十
二
日
出
、
二
月
十
九
日

出
、
二
十
日
側
、
三
月
十
二
日
田
、

十
三
日
⑥
の
五
日
間
は
、
休
日
に
社

会
保
険
事
務
所
を
開
庁
し
て
、
年
金

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
受
付
時
間
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
ま
で

囮
最
優
秀
賞
作
品

休
日
開
庁
に
よ
る
年
金
相
談
の
実
施

毎
週
月
曜
日
の
時
間
延
長

明
る
い
社
会
を
築
く
為

国
民
年
金
払
う
義
務I －

ー

(●ト

》
一
い
■
再
】
面
《
毎
い
い
画
内
の
ロ
”
鹿
嘩
一
口
↑
》
⑫
障
争
、
徐：

もしも､年金分

(月額132,800円)を
稼ぐとしたら…

時給830円の仕事ならば

｢1ヶ月で160時間」（1

ヶ月の平日が20日間とし

て）1日では8時間働く

ことになります。

I
！

働きづめです

償
《
消
臓
塑
曙
職
鐸
燃
噛
嚇
癖
卿
淵
▼

色
は
黄
色
を
境
に
、
緑
、
青
、
紫

へ
向
か
う
ほ
ど
寒
色
系
と
な
り
、
落

ち
つ
き
が
増
し
、
暗
く
物
が
縮
ま
っ

て
見
え
ま
す
。
一
方
、
ダ
イ
ダ
イ
色

か
ら
赤
へ
向
か
う
と
暖
色
系
と
な
り
、

強
い
刺
激
を
感
じ
さ
せ
、
物
が
ふ
く

ら
ん
で
見
え
る
の
で
す
。

緊
急
自
動
車
を
赤
や
白
に
塗
色
し

て
い
る
の
も
、
色
彩
が
人
間
の
感
覚

に
訴
え
る
効
果
を
狙
う
こ
と
が
も
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
消
防
自
動
車
は
、
な
ぜ
赤

い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
「
道
路
運
送
車
両
の
保

安
基
準
」
と
い
う
運
輸
省
令
で
決
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

消
防
車
が
赤
色
と
さ
れ
た
理
由
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
国
か

ら
輸
入
し
た
消
防
車
が
赤
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
わ
が
国
で
も
赤
色
と
し

た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
理
由
の
よ

う
で
す
。
そ
れ
に
、
赤
色
は
注
意
を

ひ
く
色
で
あ
る
こ
と
、
炎
の
赤
を
連

想
さ
せ
響
火
心
を
起
こ
さ
せ
る
な
ど

も
理
由
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
で
し

よ
、
っ
。

十
一
月
九
日
、
市
浦
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
の
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
聯
？

市
浦
消
防
署
を
見
学
後
、
五
所
川

原
市
の
立
倭
武
多
の
館
を
見
学
し
、

津
軽
凧
絵
制
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

思
い
思
い
の
凧
絵
を
制
作
し
、
個
性

あ
る
凧
絵
が
出
来
上
が
り
、
皆
で
比

べ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
後
、
鰺
ヶ
沢
町
の
海
の
駅

「
わ
ん
ど
」
の
相
撲
の
館
を
見
学
し
、

ク
ラ
ブ
員
の
親
睦
を
深
め
、
今
後
の

活
動
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

綴

一
部
一
一

０“

■
》
一一

Ａ

。
。
Ｂ幽

弓

溌

一
Ｆ
ｂ
Ｈ
ｊ

一
・
一
合

一
狛
一

一

凶
“
』

「
国
民
年
金

一
コ
ー
プ
ー

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
、
、
〃
〃

防

｡

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク



(7)広報乙うち

ｑ
優
勝
し
た
市
浦
チ
ー
ム

司
準
優
勝
の
太
田
チ
ー
ム

呵

。
」
甘
“
郡

範
呼
で
。
。
津

｣二棚あG吃戸コトJ

… 三
毎年恒例となっている「ふ

れあいゲートボール大会」

も第21回を迎え、今年度の

日程を無事終了しました。春、

夏、秋、冬の陣として年間

のトータルの成績で勝率を

競い、市浦チームが2年連

続の優勝を果たしました。

大会の雰囲気をみると、ど

の試合も大変熱が入り、ま

だまだ現役を感じさせる参
加者ばかりでした。

！

▲相内地区の修了生

ｑ
第
３
位
の
相
内
チ
ー
ム

▲太田地区の修了生

ｑ
第
４
位
の
十
三
チ
ー
ム

／ ／

ノ

割

》
Ｊ
‐一

▲脇元・磯松地区の修了生

8月30日に開講した寿大

学も、12月6日の村保健師

による講義をもって全課程

を終了し、97人に修了証が

手渡されました。年5回の

プログラムは交通安全や音

楽鑑賞、詐欺商法に合併情

報と身近な話題のものが多く、

参加者はまだまだ現役を感
じさせる学習意欲で、どの

講義も常に活気にあふれて

いました。

ｑ
第
５
位
の
脇
元
チ
ー
ム'ー~~r一一~X一一、

▲十三地区の修了生

〆〆



広報しうる（8）

〆~三 、

蕊鐙篝畿小田桐三男（相内）
丑62－2340

三和淑子（相内）
窓62－3070

三和平作（相内）
窓62－3230４

１

私fです
貼
臥
１
所
軒
い
い
応
如
眠
，
助
叫
Ｐ
，
０
０

鯵民生委員・児童委員には守秘義務
があります。ご相談の秘密は守ら
れます。

難民生委員・児蕊委員は皆さんの立
場で考え、相談・支援を行います。

鯵困りごとを解決するために、福祉
の制度など様々な支援サービスを
ご紹介します。

霧必要に応じ、関係団体機関との
調整役を務めます。

（）内は担当地区です。ダ ノ、

〆 、
藤田時江子（磯松）

a62-2251

秋田洋子（太田）
丑62－3036

杉村久美子（桂川）
恋62－3473

工藤蓉子（相内）
恋62－2321

蓉

鞄流

､｡

一 一一｡■二三

一

、
葛西澄江（脇元）

冠62－2746

櫛引笑子（脇元）
冠62－2025

､ 櫛引智恵（脇元）
恋62－2396

〃

松木芳子（十三）
公62－2083

Ⅸ

巴
ｎ
Ｆ
ｌ
‐
可

瞬鍔
&｛』塞参，

ｆ
Ｉ
Ｉ
０
０
ト
ト
ー
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
■
ロ
■
■
一
■
宮
口
■
■
■
■
一
ｍ
』
一
ロ
ロ
．1’ 1泊

」
ー－=‐＝雷一一

1

－

*溌詫****詫詣**劣沸**盛***童ｄ
邸
溌
溌
溌
龍
糸
劣
詫
坐
劣
貯
寸
吻
。
洗
常
随
．
弁
劣
滞
幽
魂
、

I
横山菊子（十三）

恋62－2637
冬

柳谷みきゑ（十三）
公62－2339

ｑ
４
１
ｑ

り
ｆ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｌ
ト

聾
聯
幣
轌
唾
鯉
箭
鐘
溌
滞
画

淀からっ号
~t辱-■二一一､ 一 一

』

陵
ｒ
‐
硯ｉ

ｌ

しんたろう

尾野信太郎ちゃん

桂子さん（お母さん）
～ー

ぬ’監
溌
溌
溌
監
溌
撫
創
“
Ｊ
溌
劣
蒋
溌
畿
溌
龍

墨 ’
り 一一ﾜ

牌■

竹谷博則（磯松）
公62－2252

丙

＃

I

斗
画
ｕ
臼
ｕ
ロ
ゼ
ｌ
ｒ
ｐ
‐
Ｉ
Ｐ
Ｒ
ｂ
ｌ
Ⅲ
０
日
ｂ
奥
四
■
■
■
呂
乃
■
０
叩
肌
町
Ⅲ
恥
軸
訓
、
Ⅶ
，

安保静雄（相内）
盆62－2390

主仔児童委員

℃

主任児童委員

冒認六蒋溌＊＊＊＊＊＊＊＊*＊＊＊＊＊溌
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市浦村の人口と世帯数 平成16.12.1現在

本
会
は
、
優
秀
な
学
生
・
生
徒
で

経
済
的
な
理
由
の
た
め
就
学
困
難
な

者
に
学
資
を
貸
与
し
て
、
有
為
な
人

材
の
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
、
お
よ

び
教
育
文
化
施
設
設
備
に
対
す
る
助

成
、
な
ら
び
に
学
術
研
究
者
等
に
助

成
を
行
い
、
当
市
に
お
け
る
教
育
文

化
の
発
展
に
尽
く
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
ｃ

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
事

業
（
学
資
の
貸
与
事
業
）
と
し
て
本

会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
大
学
等
奨

学
生
な
ら
び
に
高
等
学
校
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

一
月
十
四
日
㈱
～
二
月
十
八
日
③

◆
募
集
人
員

大
学
等
奨
学
生
十
人
程
度

高
等
学
校
奨
学
生
十
人
程
度

◆
出
願
資
格

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
に
限

り
ま
す
。

①
平
成
十
七
年
四
月
に
大
学
等
原

則
と
し
て
各
種
学
校
、
専
門
学
校

は
認
め
な
い
）
ま
た
は
高
等
学
校

に
入
学
予
定
の
人
。

②
五
所
川
原
市
内
在
住
者
の
子
弟
。

③
人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀
で
、
か

つ
健
康
で
あ
る
が
、
経
済
的
な
理

平
成
十
七
年
度
大
学
等

高
等
学
校
奨
学
生
募
集

（
財
）
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会

－◆一申一申一・一◆一●一一一一一一一一一○一－－凸一心－争一◆－－－凸一色一○一口｡■■■■■q■■■■●q■■■■｡－●I■■■■■一●一●－●q■■■■■q■■■■●q■■■■ウーザーマー守一争一凸一●－●－●－申一争 一一一守一。一

由
の
た
め
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
人
。

④
過
去
三
年
間
の
全
教
科
の
平
均
成

繊
が
、
五
段
階
評
価
で
三
・
五
以

上
の
人
。

◆
貸
与
金
額

○
大
学
等
国
公
立
、
私
立
と
も

に
入
学
支
度
金
と
し
て
六
十
万
円

を
限
度
と
す
る
。

○
高
等
学
校
国
公
立
、
私
立
と
も

に
入
学
金
お
よ
び
授
業
料
相
当
額
。

※
た
だ
し
、
授
業
料
に
つ
い
て
は
、

月
額
一
万
五
千
円
を
限
度
と
す
る
。

◆
返
還
期
間

○
大
学
等
卒
業
の
翌
月
か
ら
六

ヶ
月
を
経
過
し
た
後
八
年
以
内
。

○
高
等
学
校
卒
業
の
翌
月
か
ら
一

年
を
経
過
し
た
後
、
奨
学
金
を
受

け
た
倍
の
期
間
内
。

※
返
還
金
に
利
息
は
つ
き
ま
せ
ん
。

◆
出
願
方
法

募
集
要
項
な
ら
び
に
奨
学
生
願
書

は
学
校
（
在
学
校
ま
た
は
出
身
校
）
へ

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
学
校
を
経
由

し
て
出
願
し
て
下
さ
い
。

◆
選
定

三
月
上
旬
に
奨
学
生
選
定
委
員
会

に
は
か
り
、
「
奨
学
生
選
定
基
準
」
に

従
っ
て
願
書
等
の
書
類
審
査
を
行
い

適
格
度
の
高
い
人
か
ら
候
補
者
を
選

定
し
ま
す
。

◆
採
否
決
定
の
通
知

三
月
中
旬
に
採
否
の
選
定
結
果
を

通
知
し
ま
す
。
（
学
校
及
び
出
願
者
）

一‐－●q■■ ■ ■ 寺 q ■ ■ ■ ■ ● q ■ ■ ■ ■ ■■■■■■●－●－●一口。■■■■■－の－■－の■■■■■■－●－●一●一争一●一■一今一色一▲一口一●ー申ー●I■■■■色一●一｡－●一凸一色一心一◆－｡一｡一●ー●－の一｡一｡ －●一幸一口一

環
境
保
全
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
素
よ
り
格
別
の
ご
理

解
．
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日

（
可
燃
ご
み
）
つ
い
て
、
下
記
に
よ
り

変
更
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
年
末
年
始
と

い
う
時
期
に
よ
り
、
資
源
ご
み
が
大

量
に
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
分
別
の

徹
底
を
し
不
燃
ご
み
に
混
入
し
な
い

よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◆
可
燃
ご
み
収
集
日
の
変
更

●
燃
や
せ
る
ご
み

変
更
前
一
月
三
日
側

↑
変
更
後
一
月
四
日
㈹

＊
変
更
理
由
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
焼
却
施
設
・
稲
垣
村
）
が

十
二
月
三
十
一
日
鰯
～
一
月
三
日

㈲
の
四
日
間
休
業
と
な
る
た
め
。

※
資
金
の
関
係
で
採
用
人
数
に
限
度

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
ｃ

◆
出
願
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

卿
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
事
務

局
・
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
内

担
当
Ⅱ
対
馬
・
山
谷

（
内
線
五
五
二
）

秦
露
雪
最
雷
塞
菫
馨

臺
三
雷
．
寛
一
夛
余
卜

窒
雰
認
謹
砦
ぞ

一旬一●－■－G－一一｡－凸一凸一口一色一心一の－凸一色一●一色一色一●■■■■■､●－●－●－●－の－告一の－●－●－句－①－■－F－℃－－ー申一句－やー◇一・一｡－｡一●一●一色一令一争一

一
月
三
日
㈲
は
収
集
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
間
違
っ
て
出
し
て
カ
ラ
ス

等
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
排
出

者
に
責
任
を
持
っ
て
清
掃
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日

廻
月
”
日
側
燃
や
せ
る
ご
み

吃
月
羽
日
㈱
資
源
ご
み

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

廻
月
鋤
日
嗣
燃
や
せ
る
ご
み

廻
月
副
日
陶
燃
や
せ
な
い
ご
み

１
月
４
日
㈹
燃
や
せ
る
ご
み

１
月
５
日
㈱
資
源
ご
み

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

１
月
６
日
附
燃
や
せ
る
ご
み

１
月
７
日
㈱
燃
や
せ
な
い
ご
み

１
月
８
日
幽
粗
大
ご
み

※
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
、
ご
み

を
出
す
曜
日
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
資
源
ご
み
（
缶
・
び
ん
・
ベ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
）
の
分
別
の
徹
底
に
つ

い
て

年
末
年
始
は
、
資
源
ご
み
（
缶
・

び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）
に
つ
い

て
も
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
分
別
し

て
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
混
ぜ
な
い
よ

う
ご
注
意
下
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

市
浦
村
住
民
福
祉
課
生
活
福
祉
係

総
合
保
健
施
設
「
ピ
ン
コ
ロ
館
」
内

盗
二
七
’
七
七
三
三

大字名 前月人口 人口 世帯数

相内 1,156 1,153 409

川桂 51 51 21

太田 232 232 82

脇 元 496 493 200

磯松 283 283 112

十三 778 775 266

計 2,996 2,987 1,090
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健 康

⑩

み
な
さ
ん
は
、
更
年
期
と
い
う
言

葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
大
半
の
方
は
、
一
度
は
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。更

年
期
と
は
、
四
十
五
歳
頃
か
ら

閉
経
を
迎
え
て
安
定
す
る
五
十
五
歳

頃
ま
で
の
期
間
を
言
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
期
間
に
は
様
々
な
体
の
変
化

が
現
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
症
状
を
更

年
期
障
害
と
言
い
ま
す
。

女
性
の
健
康
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

と
い
う
も
の
が
支
え
て
い
ま
す
。
こ

の
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
女
性
特
有
の

丸
み
を
帯
び
た
体
を
つ
く
っ
た
り
、

体
内
の
脂
肪
や
骨
の
量
を
調
節
し
た

り
と
女
性
の
体
に
は
無
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
、

閉
経
と
共
に
こ
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、

分
泌
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
更
年
期
に
入
っ
た
女
性

の
多
く
は
様
々
な
症
状
を
訴
え
ま
す
。

病
院
で
診
察
を
し
た
り
検
査
を
し
て

も
、
な
か
な
か
判
断
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
け
れ
ど
も
、
不
快
な
自
覚
症

状
が
あ
る
「
不
定
愁
訴
」
が
更
年
期

障
害
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

な
症
状
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○
体
重
が
増
加
し
、
脂
肪
が
貯
ま
り

や
す
ぐ
な
る
（
体
脂
肪
の
増
加
）

○
物
忘
れ
が
多
く
な
る

○
顔
の
ほ
て
り
や
の
ぼ
せ

○
皮
膚
の
し
わ
や
た
る
み
、
し
み
な

ど
が
増
え
る

○
骨
の
通
が
減
少
す
る
（
骨
粗
潅
症
）

ｏ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
や
中
性
脂
肪

の
値
が
高
く
な
る
、
動
脈
硬
化
が

お
こ
り
や
す
く
な
る

○
尿
失
禁
や
頻
尿
が
あ
る

○
膣
内
の
粘
膜
が
薄
く
な
り
潤
い
が

な
く
な
る
、
膣
炎
が
お
こ
り
や
す

く
な
る

こ
れ
ら
の
症
状
が
つ
ら
い
場
合
は
、

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
婦
人
科
な
ど
の

専
門
医
を
受
診
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

近
頃
で
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
低
下

に
伴
っ
て
起
き
る
様
々
な
症
状
や
病

気
を
予
防
・
治
療
す
る
た
め
に
「
ホ

ル
モ
ン
補
充
療
法
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
治
療
法
に
つ
い
て
も
興

味
が
あ
る
方
は
、
専
門
医
に
相
談
し

て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

卸
瞬
間
欄
間
間
脚
削
側
脚
川
側
棡
附
州
肘
睨
脚
的
鈍
祁
鼎
劉
職
談
叫
齢
腿
隊
帥
労
唖
‐
ｌ
‐
１
１
、
く

ノ
ー

1

更
年
期
は
、
女
性
で
あ
れ
ば
誰
も

が
迎
え
る
節
目
で
す
。
自
分
の
体
と

心
の
変
化
を
理
解
し
、
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
て
日
々

の
生
活
習
慣
（
食
事
、
運
動
、
睡
眠

な
ど
）
が
今
後
の
健
康
維
持
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
更
年
期
の
時
期
を
快
適
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

症
状
の
程
度
に
応
じ
て
自
分
で
Ｃ
印
を

つ
け
て
か
ら
点
数
を
入
れ
、
そ
の
合
計
点

を
も
と
に
チ
エ
ッ
ク
し
ま
す
。
ど
れ
か
一

つ
の
症
状
で
も
強
く
で
れ
ば
強
に
Ｃ
を
し

て
く
だ
さ
い
。

Ⅳ
認
純
吋
抄
鮎
い
い
い
い
脈
岬
肋
糊
幌
細
桝
岡
川
醐
叩
咄
脇
蠅
腿
岫
脚
叫
剥
祁
朏
聞
昭
ｍ
Ｈ

点
点
点

５
５
０

２
６
０

一
一
一

０
馴
釦

異常なし2 6～50点食亭、運勵に注窟
更年期・閉軽外来を受診66～80点長期の計画的な治癒
各科の耀密検査、長期の計画的な対応

（東京医科態科大学医学部附属病院更年期外来〉

▼
ご
結
婚裕

（
埼
玉
）

《
艸
諦
美
香
（
磯
松
）

浩
（
茨
城
）

《
醐
蓉
稚
子
（
相
内
）

《
訓
柵
蝿
ど
搾
一
梛
州
一

〈
“
附
鰔
蓉
一
秤
藝
一

学
（
福
島
）

《
弄
洲
千
晴
（
相
内
）

《
評
洲
寛
敏
（
十
三
）

愛
（
相
内
）

▼
お
く
や
み

竹
谷
又
義
（
脇
元
）
祀
歳

梶
浦
君
子
（
十
三
）
馴
歳

高
松
キ
ヤ
（
十
三
）
師
歳

笹
山
い
ま
（
脇
元
）
卯
歳

佐
藤
桂
三
（
相
内
）
師
歳

豊相（

▼
お
誕
生

か
い
と

川
海
翔
（
十
三
）

り
く

島
陸
（
十
三
）
和雅

博哉

三柏大山大伊亀
広
報
担
当
二
年
目
と
な
っ
た
今
年

も
ま
た
、
反
省
だ
け
が
残
る
年
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
反
省
だ
け

な
ら
猿
で
も
で
き
る
」
と
言
わ
れ
そ

う
で
す
が
・
・
・
・

い
つ
も
の
と
お
り
原
稿
提
出
頃
に

あ
た
ふ
た
と
し
て
、
余
裕
を
も
っ
て

広
報
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
せ
つ
ぱ
詰
ま
ら
な
い

と
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
と
い
う

悪
い
性
格
は
広
報
担
当
に
な
っ
て
ざ

ら
に
加
速
し
た
よ
う
で
す
。

「
広
報
に
載
る
よ
」
「
わ
だ
つ
き
や

ま
い
ね
！
」
と
い
い
な
が
ら
に
っ
こ

り
写
真
撮
影
に
応
じ
て
く
れ
た
人
。

「
わ
も
撮
っ
て
」
と
積
極
的
な
人
。

ど
な
た
も
み
ん
な
快
く
取
材
に
応
じ

て
く
れ
ま
し
た
。

「
住
民
あ
っ
て
の
広
報
」
「
住
民
の

た
め
の
広
報
」
私
が
い
つ
も
肝
に
銘

じ
て
い
る
こ
と
で
す
。

来
る
二
○
○
五
年
が
よ
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
ｃ

⑥
⑧
⑳
③

⑥ 和谷澤田性藤田

千六良ソ正きミ

＠ 一助一メ喜江ヱ
ヘヘヘヘヘヘへ

相相相脇相相十⑥
③

内内内元内内三
一一一…－－ー

89895790939190

歳歳歳歳歳歳歳

耀
沁
塗

症状 強 中 _弱 無 点数

1．顔がほてる 10 6 3 0

2 汗をかきやすい 10 6 3 0

3 腰や手足が冷えやすい 14 9 5 0

4 息切れ、どうきがする 12 8 4 0

5 渥つきが悪い、眠りが浅い 14 9 5 0

6 怒りやすく、イライラする 12 8 4 0

7 ＜よくよしたり、憂うつになる 7 5 3 0

8 頭痛、めまい、吐き気がよくある 7 5 3 0

9 疲れやすい 7 4 2 0

10 厨こり、頭痛、手足の痛みがある 7 5 3 0
合
口 十点
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